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談話室

　

本
稿
は
、
筆
者
が
研
究
代
表
者
を
つ
と
め
、
小
手
川
正
二
郎
准
教
授
を
共
同
研
究
参
加
者
に
む
か
え
た
平
成
三
〇
年
度
学
部
共
同
研
究
費

研
究
課
題
「
ア
ー
ト
、
サ
イ
エ
ン
ス
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
倫
理
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
形
成
の
た
め
の
調
査
研
究
」
を
ま
と
め
る
も
の

で
あ
る
。

　

同
時
代
の
サ
イ
エ
ン
ス
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
諸
要
素
を
積
極
的
に
取
り
込
む
現
代
の
ア
ー
ト
の
実
践
は
、
人
々
に
サ
イ
エ
ン
ス
や
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
「
今
」
を
感
覚
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
目
指
す
未
来
社
会
を
批
判
的

に
予
見
も
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
長
谷
川
愛
が
《（
不
）
可
能
な
子
供
》
に
お
い
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
一
部
の
遺
伝
情
報
か

ら
で
き
う
る
子
供
の
姿
や
性
格
を
予
測
し
て
家
族
写
真
を
提
示
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
の
問
題
点
や
批
判
的
な
態
度
の
多
く
は
倫
理
的
な
側

面
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
今
日
の
ア
ー
ト
の
営
み
は
サ
イ
エ
ン
ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
倫
理
を
横
断
的
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

だ
が
こ
う
し
た
野
心
的
で
ス
ペ
キ
ュ
ラ
テ
ィ
ブ
な
実
践
が
、
サ
イ
エ
ン
ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
な
か
で
真
に
受
け
と
め
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
。
分
野
間
で
の
相
互
理
解
が
乏
し
く
、
没
交
渉
の
状
況
が
生
じ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ー
ト
と
サ
イ
エ
ン

ス
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
さ
ら
に
は
倫
理
の
間
で
交
通
整
備
を
し
、
か
つ
ア
ー
ト
の
反
省
的
な
視
座
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
現

在
や
未
来
の
社
会
を
私
た
ち
は
も
っ
と
積
極
的
に
設
計
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
の
問
題
意
識
の
も
と
本
研
究
課
題
は
、
上
述
の
交
通
整
備
と
検
証
を
可
能
に
す
る
場
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
と
ら
え
、
そ
れ
を
形
成

す
る
た
め
の
基
盤
的
な
取
り
組
み
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
作
品
や
実
践
を
起
点
と
し
て
、
彼
／
彼
女

ら
と
科
学
者
、
技
術
者
、
倫
理
学
者
な
ど
、
様
々
な
領
域
の
専
門
家
た
ち
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
お
よ
び
実
演
と
、
レ
ク
チ
ャ
ー
参
加
者
た
ち

と
の
対
話
を
実
現
す
る
連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
ま
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
形
成
に
か
か
わ
る
資
料
調
査
や
視
察
調
査
と
な
る
。

　

た
だ
し
こ
こ
で
は
、
紙
幅
に
か
ぎ
り
が
あ
る
た
め
、
課
題
の
中
心
と
な
る
計
五
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
本
学
で
開
催
）
の
概
要
を
記
す
こ
と

「
ア
ー
ト
、
サ
イ
エ
ン
ス
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
倫
理
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
形
成
の
た
め
の
調
査
研
究
」
を
終
え
て

松
谷
容
作
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に
す
る
。
開
催
し
た
五
回
の
う
ち
二
回
目
以
降
は
、
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
開
催
し
た
。
国
際
文
化
交
流
事
業
を
実

施
す
る
こ
の
専
門
機
関
は
、
様
々
な
領
域
を
交
差
さ
せ
る
試
み
を
何
度
も
実
現
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
培
っ
た
知
見
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

方
法
論
は
本
課
題
に
と
っ
て
深
く
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
本
課
題
は
こ
の
機
関
と
の
共
催
で
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
形
成
の
た
め
の

重
要
な
知
見
と
方
法
論
を
獲
得
し
た
と
言
え
る（

（
（

。
実
際
に
は
以
下
の
よ
う
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
開
催
し
た
。

第
一
回�

「
小
野
さ
や
か
『
恋
と
ボ
ル
バ
キ
ア
』
上
映
会
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」（
平
成
三
〇
年
一
〇
月
九
日
於
常
盤
松
ホ
ー
ル
、
登
壇
者
：

小
野
さ
や
か
（
映
画
監
督
）、
い
り
や
／
古
怒
田
望
人
（
哲
学
者
））

第
二
回�

「
音
の
芸
術
を
構
成
す
る
も
の
―
聴
く
・
再
生
・
演
奏
の
関
係
性
か
ら
」（
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
五
日
於
一
三
〇
周
年
記
念
五
号
館

五
三
〇
二
教
室
、
登
壇
者
：dj sniff

（
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
奏
者
、D

J

、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）、
金
子
智
太
郎
（
美
学
、
聴
覚
文
化
論
研

究
者
））

第
三
回�

「
い
ま
ネ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ル
か
ら
生
ま
れ
る
音
楽
―
流
通
・
都
市
・
経
験
―
」（
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
五
日
於
一
二
〇
周
年
記
念
一
号

館
一
三
〇
五
教
室
、
登
壇
者
：tom
ad

（
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、D

J

、M
altine Records

主
宰
）、
日
高
良
祐
（
メ
デ
ィ
ア
研
究
、
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
者
））

第
四
回�

「
明
る
い
？
？
家
族
計
画
：
科
学
技
術
と
倫
理
、
ス
ペ
キ
ュ
ラ
テ
ィ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
平
成
三
一
年
一
月
一
七

日
於
一
三
〇
周
年
記
念
五
号
館
五
三
〇
二
教
室
、
登
壇
者
：
長
谷
川
愛
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
）、
小
手
川
正
二
郎
（
哲

学
者
））

第
五
回�

「
ミ
ク
ロ
な
世
界
を
感
知
す
る
こ
と
―
放
射
線
・
人
間
・
環
境
」（
平
成
三
一
年
二
月
二
七
日
於
三
号
館
三
三
〇
七
教
室
、
登
壇
者
：

三
原
聡
一
郎
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）、
眞
田
幸
尚
（
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
研
究
・
技
術
開
発
者
）、
木
元
崇
宏
（
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス（
株
）福
島
第
一
廃
炉
推
進
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
））

　

以
上
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、
の
べ
二
〇
〇
名
弱
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
た
し
か
に
参
加
者
の
数
は
配
慮
す
べ
き
事
項
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
だ
が
も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
登
壇
者
と
参
加
者
す
べ
て
が
、
そ
こ
で
提
起
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
深
く
思
考

す
る
（
あ
る
い
は
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
）
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
数
と
質
の
両
面
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
形
成
を
今
後

も
探
求
す
る
こ
と
が
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
な
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
美
学
・
視
覚
文
化
論
）

（
１
）�

と
く
に
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
の
武
田
康
孝
氏
、
廣
田
ふ
み
氏
、
鹿
島
萌
子
氏
に
は
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
に
あ
た
っ
て
、
本
学
の
研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
も
多
大
な
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
た
。
合
わ
せ
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。


